
第２２回北信越地区高等学校軟式野球大会開催要項（平成３０年度秋季） ※ 抜粋 

 

１．名   称  第２２回北信越地区高等学校軟式野球大会（平成３０年度秋季） 

２．期   日  平成３０年１０月２７日（土）、２８日（日）、２９日（月）３日間 

（雨天順延） 予備日１０月３０日（火） 

３．会   場  県営富山野球場 TEL.076-432-5074 

４．主   催  北信越地区高等学校野球連盟 

５．主   管  富山県高等学校野球連盟 

６．後   援  富山県教育委員会、朝日新聞社、毎日新聞社 

７．参 加 資 格       日本高等学校野球連盟の制定する平成３１年度大会参加者資格規定による。ただ

し、平成３０年度に硬式野球選手として登録された者ならびに母校を背景とした

クラブチーム以外の野球チームに登録または所属した者は出場することはでき

ない。各県高等学校野球連盟軟式部に加盟した学校に限る。 

８．試 合 球       全日本軟式野球連盟公認のM号球を使用する。 

９．参 加 校       新潟県２校、長野県２校、福井県１校、富山県１校、計６校 

10．入 場 料       無料 

12．組合せ抽選  １０月２３日（火）午後４時、富山県立魚津工業高等学校において公正に代理

抽選を行う。なお、抽選は次の原則に従う。 

①同一県チームは決勝戦まで合わせない。 

②第 2代表校は 1回戦からの出場とし、第 2代表校同士は 1回戦で対戦しない。 

13．大 会 本 部       県営富山野球場 TEL. 076-432-5074 

14．開・閉会式  １０月２７日（土）午前９時より開会式を、１０月２９日（月） 

決勝戦終了後閉会式を、それぞれ県営富山野球場で行う。 

           開会式（9:00）      閉会式 

① 役員・選手入場        ① 役員・選手入場 

② 国旗・連盟旗掲揚   ② 優勝旗・賞状・メダル授与 

③ 優勝旗返還      ③ 閉会の挨拶 

④ 開会の挨拶      ④ 国旗・連盟旗降納 

         ⑤ 選手宣誓       ⑤ 優勝校準優勝校ダイヤモンド一周 

         ⑥ 一同退場       ⑥ 一同退場 

 

         開会式には、各チームとも午前８時 45 分までに全員ユニフォームを着用して、

県営富山野球場レフト入り口前に集合して下さい。シューズについては別途指示

をします。なお、選手宣誓は富山県代表校とします。 

 

16．審 判 委 員       富山県高等学校野球連盟審判部より２０名 

 

20．試合中の紛争処理 

  試合中に紛争が生じた場合は、その試合を担当する審判員が責任をもって処理する。 

 

21．試合に関する諸規定 

（１）試合規定は、２０１８年度公認野球規則ならびに日本高等学校野球連盟が定めた特別規則に

よる。 

（２）シートノックは原則として７分間とする。ただし、試合の進行等が遅れた場合は時間を短縮

するか省略することもある。なお、シートノックに練習補助員（生徒に限る）の参加を５名

まで認める。練習補助員は両耳つきヘルメットを着用し、ノックを受けないこと。ノック終

了後はすぐに退場すること。 



（３）ノッカーが監督、責任教師以外の場合は、大会本部に届けでること。 

（４）ダッグアウトの中は、責任教師、監督、記録員（生徒に限る）各１名と登録選手１８名以内

の計２１名以内とする。尚、記録員の服装は制服、背番号なしのユニフォーム、制服または

（商標の無い）運動着とする。 

（５）打者、走者及びベースコーチは、危険防止のため必ず両耳つきのヘルメットを着用すること。 

（６）捕手は守備時必ずマスク、ヘルメット、プロテクター、レガーズ、急所カップを着用するこ

と。 

（７）打席時の手袋着用及び、守備につく投手以外の野手の手袋着用を認める。 

（８）金属バットの使用は日本高等学校野球連盟並びに全日本軟式野球連盟で許可したものに限

る。商標表示は１色とし、表示の大きさは縦８センチ、横２８センチ以内とする。また、テ

ーパー部にはリングなど商標と認識されない印刷は認める。（硬式用金属バットは認める）

なお、木製、金属製以外のバットの使用は認めない。（ビヨンド、ハイコンバットなどは認

めない） 

（９）コールドゲームは５回以降１０点差、７回以降７点差とする。ただし、決勝戦には適用しな

い。また、降雨等によるコールドゲームは７回表終了以降に適用する。 

（10）延長戦になった場合は１３回よりタイブレーク制度を実施する。タイブレーク制度の詳細

は高校野球特別規則に準ずる。ただし、決勝戦においては実施しない。 

（11）決勝戦において延長戦は１５回で打ち切り、引き分け両校優勝とする。 

（12）選手は選手資格証明書で登録した通りの背番号をつけること。 

（13）アピールは主将、伝令または当該選手に限る。審判のジャッジには抗議できない。 

（14）メガホンの持込は 1つとし、使用は責任教師、監督に限る。ベンチ内の選手は使用できな   

い。 

（15）メンバー表の提出・攻守の決定は、第 1試合の場合は試合開始予定時刻の４０分前、第 2

試合以降の場合には前試合の４回終了時点に行う。定められた用紙にオーダーを記入の上、

責任教師、主将は審判控室前に集合すること。 

（16）責任教師、監督、選手の登録変更は、開会式受付時まで認める。所定の用紙に記入の上、

大会本部に提出すること。 

（17）その他の規定は、全国高等学校軟式野球選手権大会試合規定に準ずる。 

 

22．応援 

（１） 生徒応援団には必ず引率教師がつき、所定の席で応援すること。 

（２） ブラスバンド以外の鳴り物は禁止する。笛及び太鼓の使用はリーダーのみ認める。 

（３） 横断幕等はスタンドの最上部に取り付けること。 


